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関連資料  

1.注意事項 

 内蔵フラッシュメモリの書き換え機能の一つである EW1 モードを使用する際、マイコンが正常に動作しない場合があります。

この現象は 1.1～1.4 のいずれかの条件で起こります。 

1.1  CPU クロックが 1MHz 未満のとき、EW1 モードでソフトウェアコマンドを実行 

1.2  CPU クロックが 3MHz 未満のとき、ブロックブランクチェックコマンドを実行（EW1 モードでコマンドを実行。ま

たは EW0 モードでコマンドを実行後、EW1 モードを使用） 

1.3  リードロックビットステータスコマンドを実行。またはロックビットで書き込み、消去を禁止したブロックに対して、

プログラムコマンドまたはブロックイレーズコマンドを実行（EW1 モードでコマンドを実行。または EW0 モードでコ

マンドを実行後、EW1 モードを使用） 

1.4  ウェイトモードまたはストップモードに遷移するユーザプログラムで、EW1 モードを使用 

 

2.対策 

 2.1 EW1 モードの周波数制限 

 EW1 モードを使用する際は、CPU クロックを 1MHz 以上にしてください。 

 

2.2 ブロックブランクチェックコマンドの周波数制限 

 ブロックブランクチェックコマンドを使用する際は、CPU クロックを 3MHz 以上にしてください。 

 

2.3 ロックビットの使用禁止 

 FMR0 レジスタの FMR02 ビットを“1”（ロックビット無効）にしてください。 

 リードロックビットステータスコマンド、ロックビットプログラムコマンドを実行しないでください。 

 

2.4 ウェイトモードまたはストップモードに遷移するユーザプログラムの EW1 モード移行手順 

 ウェイトモードまたはストップモードに遷移するユーザプログラムで、EW1 モードを使用する場合は、次の手順に従っ

てください。また、この処理は割り込み禁止状態で実施してください。 

 EW1 モード移行手順は(1)～(13)に示します。 
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(1) CM0､CM1､PM1 レジスタを設定し、CPU クロックを 1MHz 以上、10MHz 以下にし、1 ウェイトにする。 

(2) 下の(6)～(10)のプログラムを RAM に転送する 

(3) FMR0 レジスタの FMR01 ビットに“0”を書き、続けて“1”を書く（CPU 書き換えモード有効。EW0 モード） 

(4) FMR0 レジスタの FMR02 ビットに“0”を書き、続けて“1”を書く（ロックビット無効） 

(5) 転送したプログラムの先頭番地（RAM 上）にジャンプする 

(6) FMR0 レジスタの FMSTP ビットを“1”（フラッシュメモリ停止）にする 

(7) フラッシュメモリ回路安定待ち時間(tps)待つ 

(8) FMR0 レジスタの FMSTP ビットを“0”（フラッシュメモリ動作）にする 

(9) フラッシュメモリ回路安定待ち時間(tps)待つ 

(10) 内蔵フラッシュメモリ上のプログラムにジャンプする 

(11) FMR1 レジスタの FMR11 ビットに“1”を書く（FMR6 レジスタへの書き込み許可） 

(12) FMR6 レジスタの FMR61、FMR60 ビットの両方に“1”を書く（EW1 モード） 

(13) FMR1 レジスタの FMR11 ビットに“0”を書く（FMR6 レジスタへの書き込み禁止） 

 

3.EW1、EW0 モードと対策の関係 

 EW1、EW0 モードと、「2.対策」の関係を示します。 

表 1.EW1、EW0 モードと対策 
項目 EW1 モードのみ使用 EW1モードとEW0モー

ドを両方使用 
EW0 モードのみ使用 

CPU クロック 1MHz≦f(BCLK)≦10MHz、 
PM1 レジスタの PM17 ビットを“1”(1 ウェイト）

にしてください。 

f(BCLK)≦10MHz、 
PM1 レジスタの PM17 ビットを“1”
(ウェイトあり）にしてください。 

ブロックブランクチェックコマ

ンド 
3MHz≦f(BCLK)≦10MHz、 
PM1 レジスタの PM17 ビットを“1”(1 ウェイト）

にしてください。 

f(BCLK)≦10MHz、 
PM1 レジスタの PM17 ビットを“1”
(ウェイトあり）にしてください。 

ロックビット 使用しないでください。 
FMR0 レジスタの FMR02 ビットを“1”（ロックビ

ット無効）にしてください。 

使用できます。 
有効／無効選択可能 

ロックビットプログラムコマン

ド 
使用禁止 
 

使用可能 

リードロックビットステータス

コマンド 
使用禁止 
 

使用可能 

EW1 モードには 2.4 の手順で移行してください。 ウェイトモードまたはストップ

モードに遷移するユーザプログ

ラムの EW1 モード移行手順 
 

－ 

 

 

以上 
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M16C/65 グループ、M16C/64A グループ 
 ウェイト／ストップモード復帰後の EW1 モード移行対策プログラム 


1. 要約 
この資料では、M16C/65,M16C/64A グループで、ウェイトモードまたはストップモードから復帰後、EW1 モー


ドへの移行ができない問題を回避するプログラムについて説明します。 


2. フラッシュメモリ制御回路の初期化関数(FLASH_RESET関数)の説明 
FLASH_RESET 関数を実行することで、フラッシュメモリの初期化を行います。これにより、ウェイト／


ストップモードから復帰後に、EW1 モードに移行できない問題を回避することができます。本関数は、フラッ
シュメモリの初期化プログラムを RAM 上で実行し、その後 EW1 モードへ移行します。 


3. FLASH_RESET関数呼び出し時の注意事項 
(1)CPUクロックの設定について 


 本関数を呼び出す前にCM0,CM1 レジスタを設定しCPUクロックを 1MHz以上 10MHz以下に設定してく


ださい。 
また、PM17 ビットを”1”にして 1 ウェイトに設定してください。 


(2)割り込み許可フラグ(I フラグ)について 
 本関数ではフラッシュメモリを停止するため、割り込みを禁止にしています。本関数を呼び出したとき
に、I フラグを含むフラグレジスタをスタックに退避させます。その後 I フラグをクリア（マスカブル割り
込み禁止）し、フラッシュメモリの初期化が完了するとスタックから I フラグを復帰させて元の状態に戻
して関数を抜けます。 


(3)スタックの使用量について 
 フラッシュメモリの初期化は一度フラッシュメモリを停止させるため、RAM 上で初期化を行う必要があ
ります。関数内で AUTO 変数(RAM_BUFF[RAM_SIZE])を確保し、その領域にフラッシュメモリの初期化
を行うプログラム(FLASH_CONTROL_RESET 関数)をコピーして実行しています。 


   そのため、FLASH_RESET 関数は最大 48 バイト(最適化オプション無しのとき)のスタックを使用します
ので、スタックオーバフローに注意してください。また、コンパイラの最適化オプションによってスタッ
クの最大使用量が変化します。 


(4)プログラム配置用 RAM サイズ 
 フラッシュメモリの初期化を行う FLASH_CONTROL_RESET 関数を変更すると、使用する RAM サイ
ズが変わります。そのため、AUTO 変数(RAM_BUFF[RAM_SIZE])と FLASH_CONTROL_RESET 関数、
asm_INTO_EW1_MODE 関数を変更しないでください。 
※ただし、(5)で示す Wait_TIME の値を変更することは可能です。 


 
#define RAM_SIZE 0x1E //void FLASH_CONTROL_RESET function's code size 
void FLASH_CONTROL_RESET(void){} 
 


(5)フラッシュメモリ回路安定待ち時間(tps)について 
 FLASH_CONTROL_RESET 関数でフラッシュメモリを初期化した後、フラッシュメモリ回路安定待ち時間
(tps)を待つ必要があります。FLASH_CONTROL_RESET 関数では下記のマクロでソフトウェアループ時間を設
け、(tps)待ちを行っています。お客様の環境に合わせて Wait_TIME の設定値を変更してください。 
 


Wait_TIME .equ 60     /*  ( 1/CPU Clock ) * 9cycle * Wait_time >= tps  (even address) */ 
   /*  Ex) Xin: 20MHz ,CPU Clock :10MHz(Xin/2 div)      */ 


 
 フラッシュメモリ回路安定待ち時間(tps)に関しては、ハードウェアマニュアルの電気的特性の章を参照
してください。 


(6)ロックビット無効(FMR02 ビット”1”) 
 EW1 モードではロックビット関係のコマンドは使用できません。そのため、FLASH_RESET 関数では
EW1 モードに移行する際に、FMR02 ビットを”1”にしてロックビットを無効にしています。 
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4. 関数表 
ウェイト／ストップモードから復帰後の EW1 モード移行対策プログラムで使用する関数の関数表を示しま


す。 


(1) FLASH_RESET 関数 


宣言 void FLASH_RESET(void) 


概要 フラッシュメモリ初期化関数 


引数 なし 


使用変数(AUTO 変数) char RAM_BUFF[RAM_SIZE] コマンド実施プログラム配置領域確保 


戻り値 なし 


機能説明 


関数内で確保した RAM_BUFF[RAM_SIZE]変数(スタック)にフラッシュメモリ制御回路を初


期化するプログラムを配置し、実行します。 


実行後、FMR02 ビットを”1”に設定し、ロックビット無効の状態で EW1 モードへ移行しま


す。 
 


(2)FLASH_CONTROL_RESET 関数 


宣言 void FLASH_CONTROL_RESET(void) 


概要 FMR0 レジスタの FMSTP ビットでフラッシュメモリ制御回路を初期化 


引数 なし 


使用変数 なし 


戻り値 なし 


機能説明 FMR0 レジスタの FMSTP ビットでフラッシュメモリ制御回路を初期化します。 


 
(3)asm_smovf 関数 
宣言 void asm_smovf(void _far *_source, void _near *_dest, unsigned int _size) 


概要 RAM 転送処理関数 


void_far *_source 転送元アドレス(プログラム) 


void_near *_dest 転送先アドレス(RAM 領域) 引数 


void_near *_dest 転送サイズ 


使用変数 なし 


戻り値 なし 


機能説明 


第 1 引数で指定したアドレスから始まり、第 3 引数で指定したバイト数分のプログラム


を、第 2 引数で指定したアドレスに転送します。転送後、第 2 引数の RAM 上のアドレス


に配置したプログラムを実行します。その後、EW1 モードへ移行します。 
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5. 本対策プログラムの使用方法 


 FLASH_RESET関数の呼び出し例を示します。 
 


extern void FLASH_RESET(void);   //プロトタイプ宣言 
 


void main(){ 
  ////  中略   //// 


  _asm(“ fset I”); 


  _asm(“ wait”); 


////  中略   //// 


 


  _asm(“ fclr I”); 


 


//CM0,CM1,PM17 bit=”1”  (1MHz<f(BCLK)<10MHz､1wait setting) 
FLASH_RESET();   //FLASH_RESET 関数の呼び出し(EW1 モードへ移行) 


 
    //Software  Command  Ex)Erase command 


  


 FMR0 = 0x00;  //Exit EW1 mode 


} 
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改訂記録 


改訂内容 
Rev. 発行日 ページ ポイント 
1.00 2009.07.01 — 初版発行 


    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


 


 


 


 


 
 


 


 


 


 


 


 


すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 
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		2. フラッシュメモリ制御回路の初期化関数(FLASH_RESET関数)の説明

		3. FLASH_RESET関数呼び出し時の注意事項

		(1)CPUクロックの設定について

		　本関数を呼び出す前にCM0,CM1レジスタを設定しCPUクロックを1MHz以上10MHz以下に設定してください。

		また、PM17ビットを”1”にして1ウェイトに設定してください。
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		5. 本対策プログラムの使用方法

		　FLASH_RESET関数の呼び出し例を示します。






/**************************************************************************/

/*																		  */

/*	This program is FLASH Memory initial function.						  */

/*																		  */

/*	CPU:M16C/64A,M16C/65												  */

/*	Rev:1.00															  */

/*	Since:09-07-01														  */

/*																		  */

/*																		  */

/**************************************************************************/







#define RAM_SIZE 0x1E	//void FLASH_CONTROL_RESET function's code size





void FLASH_RESET(void);

void FLASH_CONTROL_RESET(void);



void asm_INTO_EW1_MODE(void _far *_source, void _near *_dest, unsigned int _size);

#pragma PARAMETER asm_INTO_EW1_MODE(R2R0,A1,R3)







/**********************************************************************************/

/*      FLASH_RESET																  */

/**********************************************************************************/





void FLASH_RESET(void){

	char RAM_BUFF[RAM_SIZE];	/* RAM buff(Program code copy adder) */

	

#pragma asm

	pushc	FLG

	fclr	i					/*	I FLG clear */

#pragma endasm



	asm_INTO_EW1_MODE((void _far *)FLASH_CONTROL_RESET,(void _near *)RAM_BUFF,RAM_SIZE);

#pragma asm

	popc	FLG

#pragma endasm



}



/**********************************************************************************/

/*      FLASH_CONTROL_RESET Function										  */

/**********************************************************************************/





void FLASH_CONTROL_RESET(void){



#pragma asm



	Wait_TIME	.equ	60			/* Please Setting wait time	�@1-0FFFFh	*/

									/* (1/CPU Clock) * 9cycle * Wait_time >= tps */

									/* Ex) Xin: 20MHz ,CPU Clock :10MHz(Xin/2 div)	*/

									/*     1/10MHz * 9 * 60 = 54us	(even address)	*/



   /* FLASH control circuit RESET */

FLASH_CONTROL_RESET_ST:

	OR.B:S		#08h,	220h		/* FMSTP bit="1" FLASH STOP */

	MOV.W:G		#Wait_TIME,	R0

?:									/* tps waitting about 50us (When Xin:20MHz div /2 PM17="1") */

	SUB.W:G		#1h,	R0

	JNE			?-



	AND.B:S		#0F7h,	220h		/* FMSTP bit="1" FLASH STOP */



	MOV.W:G		#Wait_TIME,	R0

?:									/* tps waitting about 50us (When Xin:20MHz div /2 PM17="1") */

	SUB.W:G		#1h,	R0

	JNE			?-

FLASH_CONTROL_RESET_ED:

#pragma endasm



}





/**********************************************************************************/

/*      asm_INTO_EW1_MODE

/**********************************************************************************/

void asm_INTO_EW1_MODE(void _far *_source, void _near *_dest, unsigned int _size)

{

#pragma ASM





    mov.w    R0,A0         /* Source lower 16bit is forwarded from R0 to A0    */

    mov.w    R2,R1         /* Source higher 4bit is forwarded from R2 to R1    */

    mov.b    R1L,R1H       /* Source higher 4bit is forwarded from R1L to R1H  */

	mov.w	 A1,R0

    smovf.b                /* String forwarding execution */

	mov.w	#0000h,A1

	mov.w	R0,A0



	/* CPU rewrite mode */

	BCLR:G	1,220h

	BSET:G	1,220h				/* FMSTP bit="1" FLASH STOP */

	BCLR:G	2,220h				/* FMR02 bit="0" */

	BSET:G	2,220h				/* FMR02 bit="1" LOCK BIT disenable */



	jsri.a	A1A0				/* JUMP FLASH RESET(RAM)			*/

	mov.b	#02h,221h

	mov.b	#03h,230h			/*	EW1 mode						*/

	mov.b	#00h,221h

	

#pragma ENDASM



}









